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は
じ
め
に

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
、
事
業
体
の
目
的
達
成

に
影
響
を
及
ぼ
す
リ
ス
ク
又
は
機
会
を
、
組
織
を
取

り
巻
く
内
外
の
環
境
及
び
業
務
手
続
か
ら
見
い
だ
し
、

リ
ス
ク
に
対
応
す
る
た
め
の
体
制
整
備
及
び
運
用
並

び
に
戦
略
策
定
及
び
実
行
を
全
て
の
関
係
者
に
よ
り

行
う
経
営
の
仕
組
み
で
あ
る
と
考
察
さ
れ
る（

（
（

。
国
東

市
資
金
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
条
例
（
令
和
２
年
４

月
１
日
施
行
。
以
下
「
本
条
例
」
と
い
う
。）
は
、
こ

の
目
的
志
向
か
つ
組
織
横
断
的
な
経
営
の
仕
組
み
を
、

地
方
自
治
体
資
金
管
理
に
適
用
す
る
試
み
で
あ
る
。

２
０
１
２
年
度
以
来
、
国
東
市
で
行
わ
れ
た
資
金

管
理
改
善
の
取
組
を
土
台
に
し
て
、
新
た
に
準
公
金

を
対
象
に
し
て
、
本
条
例
は
構
想
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
本
条
例
の
対
象
は
、
公
金
及
び
準
公
金
並
び
に

一
般
会
計
、特
別
会
計
及
び
地
方
公
営
企
業
で
あ
り
、

監
査
委
員
及
び
議
会
に
よ
る
統
治
を
組
み
込
ん
だ
総

合
的
な
資
金
管
理
の
枠
組
み
で
あ
る
。

我
が
国
の
地
方
自
治
体
で
は
、
リ
ス
ク
と
は
危
険

と
し
て
捉
え
、安
全
に
係
る
リ
ス
ク
の
み
を
対
象
に
、

損
失
が
発
生
し
た
後
の
保
険
な
ど
に
よ
る
対
応
を
想

定
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
リ

ス
ク
は
、
広
辞
苑
で
は
危
険
又
は
保
険
者
の
被
担
保

責
任
も
し
く
は
保
険
物
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
リ
ス
ク
に
は
、
危
険
又
は
保
険
な
ど
の
安
全
に

関
わ
る
純
粋
（
静
態
的
）
リ
ス
ク
だ
け
で
な
く
、
経

営
な
ど
事
業
に
お
け
る
目
的
達
成
を
追
求
す
る
投
機

先進・ユニーク条例【解説】

　国東市は「国東市資金リスクマネジメント
条例」を制定した（条例第19号として令和
元年12月公布、令和２年４月施行）。
　資金管理定義を基に、不正防止等による市
民の信頼醸成及び資金調達・運用の業績追求
による財政継続性維持の二つの目的の達成を
リスクマネジメントの方法で目指すことを定
めた条例で、全国初の試みである。

的
（
動
態
的
）
リ
ス
ク
の
概
念
が
あ
り（

（
（

、
現
代
の
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ス
ク
を
包
含

し
て
い
る
。

そ
し
て
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
リ
ス

ク
と
は
、
表
１
に
示
す
よ
う
に
、
組
織
の
目
的
達
成

に
与
え
る
外
部
及
び
内
部
の
要
素
並
び
に
影
響
力
の

こ
と
で
あ
り
、
目
的
達
成
に
焦
点
化
し
て
リ
ス
ク
が

定
義
さ
れ
、
目
的
に
対
し
負
の
影
響
を
与
え
る
リ
ス

ク
だ
け
で
な
く
、
正
の
影
響
を
与
え
る
リ
ス
ク
を
含

む
も
の
で
あ
る
。

Ⅰ　

地
方
自
治
体
の
目
的
及
び
組
織
風

土地
方
自
治
体
の
究
極
的
な
価
値
は「
住
民
の
福
祉
」

国
東
市
財
務
管
理
専
門
委
員
　
益
戸　

健
吉

大分県
国東市

国
東
市
資
金
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
条
例

―
目
的
志
向
に
よ
る
自
主
的
・
総
合
的
な
資
金
管
理
の
試
み
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で
あ
り
、
そ
の
価
値
を
住

民
に
提
供
す
る
た
め
に

「
地
域
に
お
け
る
行
政
を

自
主
的
か
つ
総
合
的
に
実

施
す
る
役
割
を
広
く
担

う
」使
命
を
担
う
こ
と
は
、

地
方
自
治
法
第
１
条
の
２

「
住
民
の
福
祉
の
増
進
を

図
る
こ
と
を
基
本
と
し

て
、
地
域
に
お
け
る
行
政

を
自
主
的
か
つ
総
合
的
に

実
施
す
る
役
割
を
広
く
担

う
」
か
ら
導
か
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
そ
の
事
務
処

理
原
則
と
し
て
、
地
方
自

治
法
第
2
条
第
14
項
〜
第

16
項
に
お
い
て
「
住
民
福

祉
増
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
最
少
の
経
費
で
最
大

の
効
果
を
挙
げ
る
」、「
組
織
及
び
運
営
の
合
理
化
に

努
め
る
」
及
び
「
法
令
に
違
反
し
な
い
」
こ
と
な
ど

が
示
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
総
合
計
画
に
お
い
て
住
民
福
祉

を
究
極
の
価
値
と
し
て
結
び
付
け
、
地
域
に
お
け
る

行
政
を
自
主
的
す
な
わ
ち
自
ら
考
え
、
か
つ
総
合
的

す
な
わ
ち
組
織
横
断
的
に
実
施
す
る
役
割
を
広
く
担

う
こ
と
を
使
命
と
し
て
い
る
事
例
は
寡
聞
に
し
て
知

ら
な
い
。
そ
し
て
、
２
０
０
０
年
の
地
方
分
権
改
革

に
よ
り
、
地
方
自
治
法
に
お
い
て
、
国
と
地
方
公
共
団

体
の
対
等
な
関
係
を
保
証
す
る
た
め
、
機
関
委
任
事

務
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
国
又
は
都
道
府
県
の
基
礎
自

治
体
に
対
す
る
関
与
の
法
定
主
義
及
び
関
与
の
基
本

原
則
が
定
め
ら
れ
た（

（
（

。
ま
た
、
地
方
自
治
法
第
２
４
５

条
の
４
に
お
い
て
、
自
治
事
務
に
対
す
る
通
達
・
通
知

は
過
去
に
遡
り
技
術
的
助
言
と
す
る
画
期
的
な
規
定

が
定
め
ら
れ
た
た
め
、
地
方
自
治
体
は
自
治
事
務
に

対
す
る
法
令
の
独
自
解
釈
権
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

戦
前
・
戦
中
の
集
権
的
官
治
体
制
か
ら
、
永
年
培

わ
れ
た
縦
割
り
の
官
僚
主
義
的
な
組
織
風
土
が
住
民

視
点
の
組
織
風
土
に
容
易
に
変
わ
る
の
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
官
僚
主
義
は
手
段
で
あ
る
規
制
等
を
自
己
目

的
化
す
る
と
こ
ろ
に
生
ず
る
も
の
で
あ
る（

（
（

。
地
方
自

治
体
は
生
活
者
に
最
も
近
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
現
場
に

あ
り
な
が
ら
、
住
民
を
究
極
の
目
的
と
す
る
視
点
で

は
な
く
、
省
庁
の
通
達
・
通
知
、
前
例
及
び
規
則
を

目
的
と
す
る
官
僚
主
義
的
組
織
風
土
が
根
強
く
残
っ

て
い
る
こ
と
が
考
察
さ
れ
る（

（
（

。

Ⅱ　

資
金
管
理
の
対
象
と
業
務

１　

総
合
的
な
把
握
及
び
総
合
的
な
管
理

地
方
自
治
体
の
資
金
管
理
は
、
公
金
及
び
準
公
金

並
び
に
一
般
会
計
、
特
別
会
計
資
金
及
び
地
方
公
営

企
業
会
計
資
金
を
対
象
に
し
た
、
現
金
出
納
、
現
金

保
管
、
資
金
調
達
（
資
金
繰
り
、
起
債
）
及
び
資
金

運
用
業
務
で
あ
る
こ
と
が
考
察
さ
れ
る（
図
１
参
照
）。

２　

２
０
１
２
年
度
か
ら
の
国
東
市
資
金
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組

（
１
）
公
金
の
現
金
取
扱
管
理
に
関
す
る
不
正
又
は

誤
り
を
防
止
す
る
戦
略

国
東
市
で
は
、
次
に
示
す
理
由
に
よ
り
、
２
０
１
２

年
度
か
ら
公
金
に
係
る
現
金
取
扱
管
理
に
対
す
る
会

計
課
職
員
に
よ
る
実
地
指
導
を
始
め
た
（
た
だ
し
、
地

方
公
営
企
業
及
び
準
公
金
管
理
は
、
会
計
管
理
者
の

職
務
権
限
外
で
あ
る
た
め
対
応
が
で
き
な
か
っ
た
。）。

資
金
管
理
は
お
金
を
対
象
と
す
る
活
動
で
あ
る
こ

表１　�ISO31000：2010リスクマネジメント国際規格におけるリス
クの定義（3）

あらゆる業態及び規模の組織は、自らの目的達成の成否及び時
期を不確かにする外部及び内部の要素並びに影響力に直面してい
る。この不確かさが組織の目的に与える影響を“リスク”という。

図１　資金管理の対象と業務

先進・ユニーク条例
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と
か
ら
、
不
正
リ
ス
ク
が
高
ま
る
。
よ
っ
て
、
資
金

管
理
を
取
り
巻
く
内
外
の
環
境
に
着
目
し
、
大
き
な

視
点
で
、
ど
こ
に
重
要
な
リ
ス
ク
が
あ
る
か
を
評
価

す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る（

（
（

。
次
に
、
業
務
手
順
に
関

す
る
ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
評
価（

（
（

を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

公
金
に
係
る
現
金
取
扱
管
理
及
び
準
公
金
管
理
に
重

要
な
不
正
等
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
は
、
後
述
す
る
①

～
③
な
ど
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
。

ま
ず
、
会
計
管
理
者
は
、
補
助
組
織
で
あ
る
出
納

員
及
び
分
任
出
納
員
の
指
揮
監
督
を
行
う
責
任
が
あ

る
。
そ
の
た
め
、
本
市
で
は
２
０
１
２
年
度
か
ら
、

福
祉
課
、
総
合
支
所
、
出
張
所
、
福
祉
施
設
、
社
会

教
育
施
設
、
社
会
体
育
施
設
な
ど
に
、
１
年
に
１
度
、

会
計
管
理
者
及
び
会
計
課
職
員
が
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

「
現
金
取
扱
い
に
関
す
る
留
意
す
る
こ
と
」
を
持
参

し
て
訪
問
調
査
を
行
っ
て
き
た
。

２
０
１
３
年
度
か
ら
は
、
会
計
課
が
連
番
領
収
書

を
印
刷
し
て
、現
金
収
納
し
て
い
る
所
管
課
に
交
付
・

回
収
し
、
会
計
管
理
者
の
責
任
で
管
理
す
る
仕
組
み

を
作
り
、
運
用
し
て
き
た
。
入
場
券
は
連
番
を
付
し

て
、
番
号
で
管
理
す
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
同
じ
く
２
０
１
３
年
度
か
ら
、
つ
り
銭

過
不
足
の
会
計
管
理
者
集
中
管
理
を
行
っ
て
き
た
。

つ
り
銭
過
不
足
は
、
現
金
収
納
で
は
当
然
起
こ
り
得

る
こ
と
で
あ
り
、
地
方
自
治
法
第
２
４
３
条
の
２
の

２
に
規
定
す
る
職
員
の
賠
償
責
任
に
波
及
し
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
金
出
納
に
お
け
る
つ
り
銭
過
不

足
及
び
職
員
賠
償
責
任
に
関
わ
る
保
管
現
金
亡
失
が

混
同
さ
れ
、
つ
り
銭
過
不
足
は
公
金
で
処
理
さ
れ
て

い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
会
計
管
理
者
は

補
助
組
織
で
あ
る
出
納
員
・
分
任
出
納
員
の
つ
り
銭

過
不
足
に
対
す
る
最
終
責
任
が
あ
る
。
そ
こ
で
本
市

で
は
、
つ
り
銭
過
不
足
が
生
じ
た
と
き
は
会
計
課
に

報
告
し
、
会
計
管
理
者
の
責
任
で
処
理
す
る
仕
組
み

を
作
り
、
運
用
し
て
き
た
。

①　

出
納
員
そ
の
他
会
計
職
員
の
出
納
業
務
に
対
す

る
会
計
管
理
者
の
最
終
責
任

会
計
管
理
者
の
職
務（
地
方
自
治
法
第
１
７
０
条
）

は
、
首
長
の
事
務
（
地
方
自
治
法
第
１
４
９
条
）
と

独
立
し
た
独
自
の
権
限
で
あ
り
、
会
計
管
理
者
は
そ

の
職
務
の
最
終
責
任
を
負
う
も
の
で
あ
る
。
会
計
管

理
者
の
職
務
権
限
と
は
、
現
金
、
有
価
証
券
及
び
物

品
の
出
納
・
保
管
並
び
に
支
出
負
担
行
為
の
確
認
及

び
決
算
の
調
製
な
ど
で
あ
る
が
、
首
長
の
内
部
組
織

公金

1983年 国東町保健衛生職員 狂犬病予防接種手数料着服

2007年 国東市出張所職員 国民健康保険税着服

2012年 国東市民病院職員 つり銭保管金亡失

準公金 2001年 国東町学校給食職員 給食費（保護者負担金）着服

表２　国東市/国東町における不正発生局面

公金 2018年 B県Ｂ市市民課職員 つり銭保管金亡失

準公金

2006年
大分県Ａ市教育委員
会職員

○○記念館入場料等着服（７年
間）

2018年
大分県Ａ市教育委員
会職員

総合スポーツクラブ及び放課後
子ども教室の運営費着服（2010
～ 2015年）退職後発覚

2019年
大分県Ｃ市地域振興
課職員

JRアートホール運営費着服

表３　国東市/国東町以外の団体における不正等発生局面

2008年 東京都Ａ区中学校事務員 教材費、修学旅行積立金着服

2013年
東京都Ｅ区小学校事務員
　　　　　小学校教員
　　　　　福祉事務所

給食費着服
教材費亡失
生活保護費亡失

2018年 Ｃ県Ｃ町小学校事務員 教材費、修学旅行積立金着服

2019年
Ｄ県Ｄ市小学校事務員
　　　　中学校事務員

ＰＴＡ会費等着服
学校徴収金亡失

表４　学校私費会計における不正等発生局面
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に
設
置
さ
れ
る
出
納
員
そ
の
他
会
計
職
員
は
首
長
が

任
命
す
る
こ
と
、
首
長
の
事
務
の
補
助
組
織
で
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
会
計
管
理
者
の
出
納
員
そ
の
他
会
計

職
員
に
対
す
る
指
揮
監
督
権
が
認
識
さ
れ
て
い
な
い

状
況
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
、
会
計
管
理
者
の
首
長

部
局
現
金
取
扱
管
理
に
対
す
る
内
部
統
制
不
備
の
要

因
で
あ
る
と
考
察
さ
れ
る
。

②　

地
方
自
治
法
施
行
令
に
お
け
る
資
金
管
理
リ
ス

ク
に
係
る
規
定

地
方
自
治
法
施
行
令
第
１
６
８
条
の
５
で
は
、「
会

計
管
理
者
が
現
金
を
直
接
収
納
し
た
と
き
は
、
速
や

か
に
、
こ
れ
を
指
定
金
融
機
関
、
指
定
代
理
金
融
機

関
又
は
収
納
代
理
金
融
機
関
に
払
い
込
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。」
と
定
め
て
い
る
が
、
こ
の
規
定
は
、

職
員
が
現
金
を
直
接
取
り
扱
う
業
務
に
リ
ス
ク
が
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
現
金
が
指
定

金
融
機
関
等
に
納
入
さ
れ
た
後
は
、
会
計
規
程
等
と

連
動
し
た
財
務
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
統
制
を
受
け

る
た
め
、
リ
ス
ク
が
抑
制
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

③　

資
金
管
理
に
関
す
る
不
正
等
が
発
生
し
た
局
面

国
東
市
／
国
東
町
に
お
け
る
不
正
等
が
発
生
し
た

局
面
は
、
筆
者
が
知
る
限
り
で
は
、
表
2
に
示
す
よ

う
に
、
公
金
の
現
金
取
扱
管
理
及
び
準
公
金
管
理
で

あ
っ
た
。

ま
た
、
他
の
地
方
自
治
体
資
金
管
理
に
お
け
る
不

正
等
が
発
生
し
た
局
面
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
及
び

新
聞
報
道
で
は
、
表
３
及
び
表
４
に
示
す
よ
う
に
、

公
金
の
現
金
取
扱
管
理
及
び
準
公
金
管
理
で
あ
っ
た
。

（
２
）
資
金
調
達
及
び
資
金
運
用
を
確
実
か
つ
効
率

的
に
行
う
た
め
の
戦
略

２
０
１
３
年
３
月
に
国
東
市
財
務
活
動
管
理
方
針

を
制
定
し
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
及
び
地
方
公
営

企
業
を
対
象
に
、
同
一
の
資
金
調
達
・
運
用
活
動
基

準
を
適
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
資
金
調

達
及
び
資
金
運
用
の
改
善
の
た
び
に
、
本
方
針
は
都

合
10
回
改
正
さ
れ
て
い
る
。
資
金
調
達
及
び
資
金
運

用
を
、
自
主
的
す
な
わ
ち
自
ら
考
え
、
総
合
的
す
な

わ
ち
組
織
横
断
的
に
行
う
た
め
に
、
次
の
各
号
の
よ

う
な
、
改
善
・
改
革
を
行
っ
て
き
た（

（
（

。

①
国
東
市
公
営
企
業
及
び
外
郭
団
体
資
金
運
用
基
金

条
例
（
平
成
27
年
国
東
市
条
例
第
１
号
）
制
定

一
般
会
計
が
地
方
公
営
企
業
及
び
外
郭
団
体
か

ら
、
運
用
資
金
を
受
託
す
る
こ
と
に
よ
る
、
基
金
、

地
方
公
営
企
業
資
金
及
び
外
郭
団
体
資
金
の
一
括

運
用

②
市
債
借
入
に
お
け
る
活
動
基
準
の
制
定

③
資
金
運
用
に
お
け
る
活
動
基
準
の
制
定

④
歳
計
現
金
の
超
長
期
債
券
運
用

⑤
債
券
売
り
現
先
取
引
に
よ
る
一
時
借
入

⑥
一
時
借
入
及
び
基
金
運
用
の
権
限
を
会
計
課
に
付

与
（
組
織
規
程
改
正
）

⑦
債
券
会
計
処
理
手
続
（
償
却
原
価
法
、
売
却
損
失

償
却
）
整
備

⑧
年
次
資
金
調
達
及
び
資
金
運
用
戦
略
策
定
、
実
績

報
告
並
び
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
表

Ⅲ　

資
金
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
条
例

の
枠
組
み

１　

条
例
及
び
関
係
規
則
の
役
割

（
１
）
条
例
に
お
け
る
大
き
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
枠

組
み

①
事
業
定
義

本
条
例
の
土
台
に
な
る
の
は
、
資
金
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
と
は
何
か
を
、
目
的
、
対
象
及
び
方
法
に

よ
り
定
義
す
る
こ
と
で
あ
る
と
考
察
さ
れ
る
。
こ
こ

か
ら
始
ま
り
、
こ
こ
に
還
る
の
で
あ
る
。
事
業
定
義

は
本
条
例
第
２
条
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
（
内
容
は

図
２
の
図
解
を
参
照
）。

（
条
例
に
お
け
る
事
業
定
義
）

第
２
条　

資
金
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
、
資

金
管
理
を
取
り
巻
く
内
外
の
環
境
及
び
業
務
手

続
き
を
対
象
に
、
前
条
に
定
め
る
目
的
達
成
に

影
響
を
及
ぼ
す
リ
ス
ク
又
は
機
会
を
見
出
し
、

リ
ス
ク
に
対
応
す
る
た
め
の
体
制
整
備
及
び
運

用
並
び
に
戦
略
策
定
及
び
実
行
を
す
べ
て
の
関

係
者
の
関
与
に
よ
り
行
う
こ
と
で
、
目
的
実
現

を
図
る
こ
と
で
あ
る
。

地
方
自
治
体
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

先進・ユニーク条例
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関
係
者
と
は
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
執
行
機
関

と
し
て
の
首
長
、
地
方
公
営
企
業
事
業
管
理
者
及
び

職
員
で
あ
り
、
監
査
委
員
及
び
議
会
が
独
立
的
機
関

と
し
て
評
価
を
行
う
。

ま
た
、
リ
ス
ク
等
評
価
の
対
象
を
資
金
管
理
の
業

務
手
続
並
び
に
資
金
管
理
の
内
部
環
境
及
び
外
部
環

境
と
し
て
い
る
。
資
金
管
理
を
取
り
巻
く
内
部
環
境

と
し
て
、
組
織
構
造
、
会
計
規
程
等
、
指
揮
命
令
系

統
、
財
務
管
理
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
、
予
算
等
が
挙
げ
ら

れ
、
外
部
環
境
と
し
て
金
融
環
境
、
起
債
の
地
方
交

付
税
措
置
及
び
地
方
自
治
法
令
等
に
よ
る
規
制
等
が

挙
げ
ら
れ
る（

（（
（

。

内
外
の
環
境
を
対
象
に
マ
ク
ロ
視
点
の
評
価
を
行

う
こ
と
で
、
公
金
の
現
金
取
扱
管
理
及
び
準
公
金
管

理
に
重
要
な
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
及
び
内
外
の
環
境

の
リ
ス
ク
が
見
い
出
せ
る
。
そ
の
上
で
、
公
印
の
現

金
取
扱
管
理
及
び
準
公
金
管
理
業
務
手
続
を
対
象
に

リ
ス
ク
評
価
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
総
合
的
な
リ
ス

ク
評
価
及
び
リ
ス
ク
対
応
指
針
並
び
に
戦
略
を
導
く

こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
資
金
調
達
及
び
資
金
運

用
に
お
い
て
も
、
金
融
業
務
手
続
を
対
象
に
し
た
ミ

ク
ロ
視
点
の
リ
ス
ク
評
価
だ
け
で
な
く
、
内
外
の
環

境
を
対
象
に
マ
ク
ロ
視
点
の
評
価
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
総
合
的
な
リ
ス
ク
評
価
及
び
リ
ス
ク
対
応
指
針

並
び
に
戦
略
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
。

②
条
例
の
構
成

条
例
で
は
、
目
的
、
事
業
定
義
及
び
内
部
統
制
、

戦
略
策
定
、
実
績
評
価
に
関
わ
る
市
長
、
職
員
、
監

査
委
員
及
び
議
会
の
役
割
等
の
資
金
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
大
き
な
枠
組
み
を
定
め
て
い
る
。

第
１
章
に
お
い
て
、
目
的
、
事
業
定
義
及
び
対
象

等
の
条
例
根
幹
に
関
わ
る
事
項
、第
２
章
に
お
い
て
、

資
金
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
原
則
、
第
３
章
に
お

い
て
、
市
長
、
会
計
管
理
者
等
二
次
的
統
括
者
及
び

所
属
長
に
よ
る
内
部
統
制
の
役
割
並
び
に
資
金
調

達
・
運
用
の
年
次
戦
略
と
実
績
評
価
、
第
４
章
に
お

い
て
、
監
査
委
員
及
び
議
会
に
よ
る
独
立
的
監
視
の

役
割
等
を
定
め
て
い
る
。

（
条
例
の
章
立
て
）

第
１
章　

総
則

　
　
　

目
的
、
事
業
定
義
、
対
象
な
ど

第
２
章　

資
金
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
原
則

リ
ス
ク
の
重
点
的
対
応
、情
報
と
伝
達
、

人
材
の
育
成

第
３
章　

市
長
等
及
び
職
員
に
よ
る
日
常
的
評
価

第
４
章　

�

監
査
委
員
及
び
議
会
に
よ
る
独
立
的
評

価

第
５
章　

�

内
部
統
制
及
び
戦
略
の
見
直
し
並
び
に

情
報
の
共
有

第
６
章　

�

委
任

（
２
）
条
例
施
行
の
た
め
の
関
係
規
則
制
定
及
び
改

正
並
び
に
戦
略
策
定
及
び
実
行

関
係
規
則
で
は
、
図
３
に
示
す
よ
う
に
、
本
条
例

を
施
行
す
る
た
め
の
手
続
を
、
様
々
な
規
則
等
に
定

め
て
い
る
。
資
金
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
条
例
施
行

規
則
（
以
下
「
条
例
施
行
規
則
」
と
い
う
。）
で
は
、

公
金
の
現
金
取
扱
管
理
、
準
公
金
管
理
及
び
資
金
調

達
・
資
金
運
用
に
関
し
て
規
定
し
て
い
る
。

図２　地方自治体における資金リスクマネジメントとは何か



71◆自治体法務研究 2020・夏

①
現
金
取
扱
管
理

公
金
の
現
金
取
扱
管
理
に
関
し
て
は
、
条
例
施
行

規
則
に
会
計
管
理
者
等
に
よ
る
二
次
的
統
制
の
原
則

の
み
を
定
め
、
市
の
会
計
規
則
及
び
地
方
公
営

企
業
会
計
規
程
等
に
、
つ
り
銭
管
理
、
現
金
収
納
管

理
及
び
保
管
方
法
に
関
す
る
手
続
の
原
則
、
並
び
に

保
管
現
金
亡
失
及
び
支
出
行
為
に
よ
る
職
員
損
害
賠

償
責
任
の
原
則
を
追
加
し
た
。
ま
た
、
物
品
管
理
規

則
に
物
品
亡
失
に
関
す
る
職
員
損
害
賠

償
責
任
の
規
定
を
追
加
し
た
。

こ
れ
は
、
市
の
会
計
規
則
及
び
地
方

公
営
企
業
会
計
規
程
等
に
現
金
取
扱
管

理
の
規
定
を
追
加
す
る
こ
と
で
、
公
金

の
管
理
規
定
が
網
羅
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
職
員
が
分
か
り
や
す
く
な
る
こ
と

を
考
慮
し
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
職

員
の
賠
償
責
任
に
関
し
て
は
、
公
金
の

現
金
取
扱
管
理
の
章
で
は
、
保
管
現
金

等
亡
失
に
よ
る
も
の
に
限
ら
れ
る
た

め
、
支
出
行
為
に
よ
る
職
員
賠
償
責
任

と
併
せ
て
、
会
計
規
則
又
は
地
方
公
営

企
業
会
計
規
程
に
規
定
す
る
こ
と
に
し

た
も
の
で
あ
る
。

つ
り
銭
管
理
な
ど
の
現
金
取
扱
管
理

手
続
規
定
は
不
正
又
は
誤
り
を
防
止
す

る
事
前
（
予
防
）
対
応
の
効
果
が
あ
り
、

職
員
の
賠
償
責
任
に
関
す
る
規
定
は
不

祥
事
等
が
生
じ
た
後
に
、
地
方
自
治
法

又
は
地
方
公
営
企
業
法
に
よ
り
迅
速
に

行
う
事
後
対
応
の
効
果
が
あ
る
た
め
、

事
前
対
応
と
事
後
対
応
の
両
面
の
規
定

を
網
羅
し
た
こ
と
に
な
る
。

②
準
公
金
管
理

準
公
金
管
理
に
関
し
て
は
、
条
例
施
行
規
則
に
包

括
的
か
つ
一
元
的
に
規
定
し
、
一
般
会
計
、
特
別
会

計
及
び
地
方
公
営
企
業
に
適
用
さ
れ
る
。
資
金
調
達

及
び
資
金
運
用
に
関
し
て
は
、
条
例
施
行
規
則
で
基

本
的
事
項
を
定
め
て
い
る
が
、
金
融
環
境
が
変
化
す

る
た
め
、
年
次
資
金
調
達
及
び
資
金
運
用
戦
略
に
よ

り
活
動
基
準
を
毎
年
更
新
し
、
業
務
を
統
制
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

③
公
益
通
報
取
扱
規
則

本
条
例
第
８
条
第
３
項
に
規
定
さ
れ
た
内
部
通
報

者
の
保
護
を
考
慮
し
た
公
益
通
報
制
度
を
実
現
す
る

た
め
に
、
第
三
者
通
報
窓
口
を
規
定
し
た
国
東
市
公

益
通
報
取
扱
規
則
を
制
定
し
た
。

④
予
算
流
用
制
限
等
の
緩
和

国
東
市
予
算
規
則
に
お
け
る
食
糧
費
に
関
す
る
予

算
流
用
制
限
を
削
除
す
る
こ
と
は
、
政
策
的
な
準
公

金
を
一
般
会
計
化
す
る
た
め
の
前
提
と
し
て
必
要
な

措
置
で
あ
る
。
地
方
自
治
体
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
等
の

政
策
的
な
事
業
を
行
う
た
め
に
、
担
当
課
が
実
行
委

員
会
等
を
設
置
し
、
そ
の
費
用
を
補
助
金
等
で
公
費

負
担
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
地
方
自
治
法
第
２
２
０

条
第
２
項
に
よ
る
予
算
流
用
制
限
は
基
本
的
に
各
款

国東市資金リスクマネジメント条例施行規則

公金の現金取扱管理の章 準公金管理の章 資金調達及び資金運用の章

⑴二次的統制の原則
⑴管理対象
⑵二次的統制の原則
⑶出納管理の原則
⑷保管方法の原則
⑸保管現金等亡失又は損傷
　の対応原則

⑴用語定義

⑵年次資金調達及び年次資

　金運用戦略策定の原則

⑶リスク管理の原則

⑷短期資金調達及び短期資

　金運用の原則

⑸長期資金調達及び長期資

　金運用の原則

会計規則
物品管理規則

地方公営企業会計規程等

⑴つり銭の出納管理の原則
⑵現金収納管理の原則
⑶保管方法の原則
⑷職員の賠償責任

準公金の公金化

・年次資金調達及び資金運用戦略
・年次資金調達及び資金運用実績
　報告書  (条例第12条)(施行規則 年
次資金調達及び年次資金運用戦略策
定の原則）

　　　公益通報取扱規則
（条例第8条第3項）（施行規則
総則）内部通報者の保護を考慮
した公益通報制度を整備

予算規則：地方自治法上乗の流用制限規定撤廃

預り金→歳入歳出外現金受入れ拡大

図３　条例の関係規則

先進・ユニーク条例
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の
間
又
は
各
項
の
間
に
限
ら
れ
て
い
る
が 

、
多
く

の
地
方
自
治
体
で
は
目
内
流
用
に
ま
で
、
食
糧
費
、

旅
費
等
に
対
す
る
流
用
制
限
又
は
決
裁
権
者
を
首
長

等
に
す
る
こ
と
等
に
よ
る
流
用
制
限
を
行
っ
て
い
る

た
め
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
当
初
予
算
で
執
行
費
用

が
確
定
し
な
い
事
業
で
は
、
予
算
の
補
正
を
回
避
す

る
た
め
に
、
準
公
金
と
し
て
管
理
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
る
。
ま
た
、
地
方
自
治
法
第
２
３
５
条
の
４
第
２

項
に
よ
る
、歳
入
歳
出
外
現
金
の
受
入
規
制
に
よ
り
、

預
り
金
を
準
公
金
と
し
て
管
理
せ
ざ
る
を
得
な
い
場

合
が
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
場
合
、
会
計
規
則
、
契

約
規
則
及
び
財
務
管
理
シ
ス
テ
ム
の
統
制
対
象
外
に

な
り
、
不
正
又
は
誤
り
の
リ
ス
ク
が
生
じ
る
こ
と
に

な
る
。
そ
の
た
め
、
予
算
流
用
制
限
等
の
緩
和
が
必

要
に
な
る
。

２　

資
金
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
枠
組
み

（
１
）
現
金
出
納
及
び
保
管
に
お
け
る
不
正
又
は
誤

り
の
防
止
及
び
発
見
に
関
わ
る
内
部
統
制

①
公
金
の
現
金
取
扱
管
理
の
枠
組
み

公
金
の
現
金
取
扱
管
理
の
枠
組
み
は
図
４
の
と
お

り
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
地
方
自
治
法
第
１
５
０
条
第

４
項
か
ら
第
８
項
に
示
さ
れ
た
内
部
統
制
に
お
け
る

関
係
者
の
役
割
に
準
拠
し
て
作
ら
れ
て
い
る
。な
お
、

（
イ
）
に
お
け
る
「
現
金
等
取
扱
内
部
統
制
調
査
書
」

に
よ
る
実
地
検
査
は
、
現
金
取
扱
管
理
が
規
則
で
定

め
ら
れ
た
手
続
に
沿
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
か
の
検
査

で
あ
り
、
財
務
監
査
で
は
な
い
。

（
ア
）
所
属
長
に
公
金
の
現
金
取
扱
管
理
に
お
け
る

内
部
け
ん
制
の
一
次
的
責
任

（
イ
）
会
計
管
理
者
又
は
地
方
公
営
企
業
事
業
管
理

者
は
、
公
金
の
現
金
出
納
及
び
保
管
に
関
す
る
最

終
責
任
者
と
し
て
、
９
月
か
ら
11
月
の
間
に
、
現

金
取
扱
管
理
課
で
定
め
ら
れ
た
手
続
で
管
理
が
な

さ
れ
て
い
る
か
、「
現
金
等
取
扱
内
部
統
制
調
査
書
」

に
よ
り
実
地
検
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
「
現
金

等
取
扱
内
部
統
制
報
告
書
」
に
よ
り
市
長
に
提
出

（
ウ
）
市
長
は
12
月
末
ま
で
に
監
査
委
員
に
「
現
金

等
取
扱
内
部
統
制
報
告
書
」
を
提
出
し
、
審
査
を

委
託

（
エ
）
市
長
は
、
監
査
委
員
審
査
意
見
書
を
付
し
て

「
現
金
等
取
扱
内
部
統
制
報
告
書
」
を
議
会
に
翌

年
４
月
末
日
ま
で
に
提
出
し
、
公
表

②
準
公
金
管
理
の
枠
組
み

準
公
金
管
理
の
内
部
統
制
の
枠
組
み
は
図
５
の
と

お
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
①
と
同
様
に
地
方
自
治
法

図４　公金の現金等取扱管理に係る統制の枠組み

図５　準公金管理に係る統制の枠組み

先進・ユニーク条例
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第
１
５
０
条
第
４
項
か
ら
第
８
項
に
示
さ
れ
た
内
部

統
制
に
お
け
る
関
係
者
の
役
割
に
準
拠
し
て
作
ら
れ

て
い
る
。

（
ア
）
所
属
長
が
準
公
金
管
理
に
お
け
る
内
部
け
ん

制
の
一
次
的
責
任

（
イ
）
副
市
長
、
教
育
長
及
び
事
業
管
理
者
は
、
準

公
金
管
理
の
統
括
責
任
者
と
し
て
、
９
月
か
ら
11

月
の
間
に
、
定
め
ら
れ
た
手
続
で
管
理
が
な
さ
れ

て
い
る
か
、
準
公
金
担
当
課
以
外
の
職
員
に
命
じ

て
「
準
公
金
内
部
統
制
調
査
書
」
に
よ
り
実
地
検

査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
「
準
公
金
内
部
統
制
報

告
書
」
に
よ
り
市
長
に
報
告

（
ウ
）
市
長
は
、
12
月
末
ま
で
に
監
査
委
員
に
「
準

公
金
内
部
統
制
報
告
書
」
を
提
出
し
、
審
査
を
委

託
（
エ
）
市
長
は
、
監
査
委
員
審
査
意
見
書
を
付
し
て

「
準
公
金
内
部
統
制
報
告
書
」
を
議
会
に
翌
年
4

月
末
日
ま
で
に
提
出
し
、
公
表

③
準
公
金
管
理
に
お
け
る
内
部
統
制
の
課
題

次
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
。

（
ア
）
二
次
的
統
制
の
有
効
性
確
保

公
金
の
現
金
取
扱
管
理
の
二
次
的
統
制
は
、
会
計

管
理
者
が
一
元
的
に
実
地
検
査
を
行
っ
て
き
た
。
準

公
金
管
理
に
お
い
て
、
職
員
を
有
効
に
活
用
し
て
、

効
果
的
な
実
地
検
査
を
行
う
仕
組
み
を
作
る
こ
と
が

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

（
イ
）
財
務
管
理
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
統
制
対
象
外
に

よ
る
限
界

準
公
金
が
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
で
管
理
さ
れ
て
い

な
い
た
め
の
限
界
は
、次
の
事
例
か
ら
う
か
が
え
る
。

・	

所
属
長
に
よ
る
収
入
・
支
出
の
決
裁
を
行
う
出
納

管
理
を
行
っ
た
と
し
て
も
、
決
裁
情
報
が
収
入
及

び
支
払
と
連
動
せ
ず
、
遮
断
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
担
当
職
員
が
預
か
っ
た
現
金
を
預
金
に
預

け
、
又
は
預
金
か
ら
引
き
出
し
、
振
り
込
む
と
い

う
職
員
に
よ
る
現
金
取
扱
事
務
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

・	

２
０
０
１
年
国
東
町
学
校
給
食
費
着
服
は
、
財
務

会
計
シ
ス
テ
ム
欠
如
に
よ
る
も
の
で
、
支
出
決
裁

の
支
払
へ
の
連
動
が
な
い
た
め
、
担
当
職
員
が
金

融
機
関
で
引
き
出
し
て
、
仕
入
れ
業
者
に
送
金
す

る
プ
ロ
セ
ス
で
発
生
し
た
。

・	

未
収
金
及
び
未
払
金
の
財
務
管
理
シ
ス
テ
ム
管
理

が
で
き
な
い
た
め
、
不
正・誤
り
の
リ
ス
ク
が
あ
る
。

（
ウ
）
公
金
化
の
推
進

（
ア
）
及
び
（
イ
）
の
課
題
解
決
の
た
め
に
は
、

市
が
管
理
す
る
準
公
金
を
見
直
し
て
、
委
託
者
に
管

理
を
戻
す
か
、
あ
る
い
は
公
金
化
を
推
進
し
、
準
公

金
を
減
ら
す
必
要
が
あ
る
。

本
稿
Ⅲ
１
（
２
）
に
詳
述
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る

が
、
こ
れ
に
は
公
会
計
に
お
け
る
目
内
流
用
に
関
す

る
制
限
の
撤
廃
及
び
歳
入
歳
出
外
現
金
の
受
入
れ
拡

大
が
前
提
と
な
る
。

（
２
）
資
金
調
達
及
び
資
金
運
用
に
お
け
る
安
全
性

を
前
提
に
し
た
最
善
の
業
績
追
求
の
統
制

地
方
自
治
法
第
１
５
０
条
第
２
項
で
は
、
市
町
村

長
に
対
し
て
、
財
務
に
関
す
る
事
務
又
は
そ
の
他
必

要
と
認
め
ら
れ
る
事
務
が
法
令
に
適
合
、
か
つ
適
正

に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
方
針
を
定

め
、必
要
な
体
制
整
備
の
努
力
義
務
を
課
し
て
い
る
。

資
金
調
達
及
び
資
金
運
用
は
財
務
管
理
事
務
で
あ

り
、法
令
遵
守
目
的
は
地
方
自
治
体
の
全
て
の
事
務
・

事
業
の
前
提
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
資
金
調
達
及
び
資
金
運
用
の
目

的
は
、
安
全
性
を
前
提
に
し
た
最
善
の
業
績
追
求
を

通
じ
て
財
政
継
続
性
維
持
に
貢
献
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
財
政
継
続
性
維
持
は
地
方
自
治
法
第
２
条
第

14
項
「
住
民
福
祉
の
増
進
」
の
基
盤
で
あ
り
、
安
全

性
を
前
提
に
し
た
最
善
の
業
績
追
求
は
同
条
同
項

「
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
」
に
関
わ
る
も
の
で

あ
る
。

（
ア
）
市
長
は
会
計
課
長
及
び
財
政
課
長
に
命
じ
て
、

年
次
資
金
調
達
及
び
資
金
運
用
戦
略
を
策
定
し
、

４
月
末
ま
で
に
監
査
委
員
及
び
議
会
に
提
出
し
、

公
表

（
イ
）市
長
は
、会
計
課
長
及
び
財
政
課
長
に
命
じ
て
、

前
年
の
資
金
調
達
及
び
資
金
運
用
実
績
報
告
書
を

作
成
し
、
10
月
末
ま
で
に
監
査
委
員
に
審
査
委
託

（
ウ
）
監
査
委
員
審
査
意
見
書
を
付
し
て
、
12
月
末

日
ま
で
に
議
会
に
提
出
し
、
公
表
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お
わ
り
に

本
稿
で
、
地
方
自
治
体
は
生
活
者
に
最
も
近
い
行

政
サ
ー
ビ
ス
現
場
に
あ
り
な
が
ら
、
住
民
福
祉
を
究

極
の
目
的
と
す
る
視
点
で
は
な
く
、
省
庁
の
通
達
・

通
知
、
前
例
及
び
規
則
を
目
的
と
す
る
官
僚
主
義
的

組
織
風
土
が
根
強
く
残
っ
て
い
る
こ
と
を
考
察
し
た
。

国
東
市
に
は
専
任
の
ス
タ
ッ
フ
も
い
な
い
。
果
た

し
て
、
自
ら
目
的
を
考
え
る
、
組
織
横
断
的
な
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組
を
実
践
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

国
東
市
に
お
け
る
本
条
例
の
成
功
は
、
簡
素
な
仕

組
み
を
作
る
こ
と
、
何
よ
り
、
職
員
の
理
解
を
得
ら

れ
る
か
ど
う
か
に
懸
か
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
不
正

防
止
が
職
員
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
、
資
金

調
達
・
運
用
の
安
全
性
を
前
提
に
し
た
最
善
の
業
績

追
求
が
財
政
継
続
性
貢
献
に
つ
な
が
る
こ
と
、
そ
し

て
こ
れ
ら
の
取
組
が
市
民
の
福
祉
に
つ
な
が
る
こ
と

を
職
員
に
分
か
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で

あ
る
。

注（
１
）
ト
レ
ッ
ド
ウ
ェ
イ
委
員
会
組
織
委
員
会
著
、
八
田

進
二
監
訳
・
中
央
青
山
監
査
法
人
訳
『
全
社
的
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
篇
』（
東
洋
経
済

新
報
社
、
２
０
０
６
年
）
５
頁
、
１
５
０
頁
。

こ
こ
で
は
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
事
業
体

の
取
締
役
会
、
経
営
者
、
そ
の
他
の
組
織
内
の
全
て

の
者
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
、
事
業
体
の
戦
略
策
定
に

適
用
さ
れ
、
事
業
体
全
体
に
わ
た
っ
て
適
用
さ
れ
、

事
業
目
的
の
達
成
に
関
す
る
合
理
的
な
保
証
を
与
え

る
た
め
に
事
業
体
に
影
響
を
及
ぼ
す
発
生
可
能
な
事

象
を
識
別
し
、
事
業
体
の
リ
ス
ク
選
考
に
応
じ
て
リ

ス
ク
の
管
理
が
実
施
で
き
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
た
、

一
つ
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
な

お
、
リ
ス
ク
選
好
と
は
事
業
体
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
及
び

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
追
求
す
る
中
で
意
図
的
に
受
容
す
る

リ
ス
ク
量
の
こ
と
で
あ
る
。

（
２
）
イ
ン
タ
ー
リ
ス
ク
総
研
・
小
林
誠
著
『
Ｉ
Ｓ
Ｏ

３
１
０
０
０
規
格
対
応　

初
心
者
の
た
め
の
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
Ｑ
＆
Ａ
１
０
０
』（
日
刊
工
業
新
聞

社
、
２
０
１
１
年
）
10
‐
11
頁
。

（
３
）『
対
訳
Ｉ
Ｓ
Ｏ
３
１
０
０
０
：
２
０
０
９
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
国
際
規
格
』（
日
本
規
格
協
会
、

２
０
１
０
年
）
19
頁
。

（
４
）
地
方
自
治
法
第
２
４
５
条
の
２
、
第
２
４
５
条
の

３
。

（
５
）
ロ
バ
ー
ト
・
Ｋ
・
マ
ー
チ
ン
著
、
森
東
吾
訳
『
社

会
理
論
と
社
会
構
造
』（
み
す
ず
書
房
、１
９
６
０
年
）

１
８
１
‐
１
８
９
頁
。
こ
こ
で
は
、マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー

バ
ー
が
示
し
た
官
僚
制
の
長
所
と
し
て
、
技
術
的
能

率
、
正
確
、
迅
速
、
巧
み
な
統
制
、
連
続
、
慎
重
、

投
入
に
対
す
る
適
量
な
効
果
な
ど
と
と
も
に
、
個
人

的
関
係
や
非
合
理
的
配
慮
（
敵
意
、
不
安
、
感
情
の

も
つ
れ
な
ど
）
を
完
全
に
排
除
し
た
構
造
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
官
僚
制
の
逆
機
能
と
し
て
、

組
織
の
目
的
か
ら
転
じ
て
、
規
則
上
要
求
さ
れ
て
い

る
行
動
の
特
殊
な
デ
ィ
テ
ィ
ー
ル
の
方
に
移
る
こ
と

に
よ
り
、
規
則
を
守
る
こ
と
は
一
つ
の
手
段
と
考
え

ら
れ
て
い
た
の
に
、
そ
れ
が
一
つ
の
自
己
目
的
に
変

わ
る
こ
と
、
そ
の
結
果
、
規
律
と
は
特
定
の
目
的
達

成
の
た
め
に
定
め
ら
れ
た
方
策
だ
と
は
見
ら
れ
な
く

な
り
、
こ
の
傾
向
が
い
っ
そ
う
昂
ず
る
と
、
規
則
遵

守
の
関
心
が
第
一
と
な
っ
て
、
そ
の
た
め
に
組
織
の
目

標
達
成
が
阻
害
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
さ
れ
て
い
る
。

図６　資金調達及び資金運用に係る統制の枠組み

日常的評価
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（
６
）
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
（
挑
戦
的

萌
芽
研
究
費
：
課
題
番
号
１
６
Ｋ
１
３
４
０
５
）「
地

方
公
共
団
体
に
お
け
る
資
金
調
達
と
資
金
運
用
の
現

状
～
「
資
金
調
達
と
資
金
運
用
に
関
す
る
調
査
」
結

果
報
告
～
」
２
０
１
９
年
。
こ
の
調
査
で
は
、
都
道

府
県
、
政
令
市
、
中
核
市
、
旧
特
例
市
、
特
別
区
、

近
畿
管
内
市
町
村
、
九
州
管
内
市
町
村
（
２
０
１
６

年
４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
の
た
め
熊
本
県
を
除

く
）
計
５
９
７
団
体
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
依
頼
し
、

３
２
４
団
体
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
を
得
て
（
回

答
率
54
％
）、
１
９
９
団
体
か
ら
「
資
金
調
達
・
運
用

管
理
規
程
」
の
提
供
を
得
て
、
筆
者
が
分
析
を
行
っ

た
。次

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
省
庁
の
通
達
・
通
知

に
従
い
、
法
令
の
解
釈
を
地
方
自
治
体
が
自
主
的
に

で
き
な
い
組
織
風
土
の
存
在
を
示
し
て
い
る
。
Ｑ
43
．

「
歳
計
現
金
・
歳
入
歳
出
外
現
金
」
を
預
金
等
の
短
期
・

中
期
運
用
に
限
定
す
る
理
由
を
お
聞
き
し
ま
す
。
／

回
答
「
②
自
治
省
事
務
次
官
通
知
に
よ
る
」
19
団
体

（
19
％
）。
こ
れ
は
、
自
治
事
務
次
官
通
知
（
昭
和
33

年
６
月
14
日
自
乙
財
発
第
４
号
）「
地
方
公
共
団
体
の

公
金
の
取
扱
」
に
お
け
る
「（
略
）
公
金
の
保
管
は
、

安
全
確
実
を
絶
対
条
件
と
し
、
か
つ
、（
略
）
支
払
に

即
応
で
き
る
よ
う
な
形
で
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

る
か
ら
、
出
納
長
等
が
行
う
保
管
の
形
式
の
う
ち
最

も
適
当
と
認
め
ら
れ
る
の
は
確
実
な
金
融
機
関
に
対

す
る
預
金
の
方
法
に
よ
る
こ
と
で
あ
る
」
と
す
る
見

解
に
従
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
歳
計
現
金
平
均
残

高
は
巨
額
の
資
金
余
剰
が
存
在
し
て
い
る
が
、
96
％

の
団
体
は
預
金
で
保
管
し
て
い
る
。
こ
の
事
務
次
官

通
知
は
、
国
債
が
発
行
さ
れ
る
昭
和
40
年
以
前
に
出

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
金
利
環
境
が
変
わ
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
預
金
運
用
の
み
で
は
地
方
自
治
法
第

２
３
５
条
の
４
（
現
金
及
び
有
価
証
券
の
保
管
）
が

求
め
る
「
最
も
確
実
か
つ
有
利
な
方
法
に
よ
る
保
管
」

を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
７
）
前
掲
注
（
３
）『
対
訳
Ｉ
Ｓ
Ｏ
３
１
０
０
０
：

２
０
０
９
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
国
際
規
格
』
23

頁
、
47
‐
51
頁
。
こ
の
規
格
の
主
要
な
特
徴
は
、“
組

織
の
状
況
の
確
定
”
を
、
こ
の
一
般
的
な
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ
セ
ス
の
開
始
時
点
で
行
う
活
動
と

し
て
含
め
て
い
る
点
に
あ
る
。
組
織
の
状
況
を
確
定

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
組
織
は
目
的
を
明
確
に
表
現

し
、
リ
ス
ク
の
運
用
管
理
に
必
要
に
お
い
て
必
要
な

考
慮
を
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
外
部
及
び
内
部
の
要

因
を
定
め
、
以
降
の
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
適
用
範
囲

及
び
リ
ス
ク
基
準
を
設
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
８
）
地
方
自
治
法
第
１
５
０
条
（
内
部
統
制
）
に
関
わ

る
、
総
務
省
『
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
内
部
統
制

制
度
の
導
入
・
実
施
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』（
２
０
１
９
）

に
お
い
て
は
、
業
務
レ
ベ
ル
の
リ
ス
ク
対
応
の
整
備

に
関
す
る
記
述
が
あ
る
が
、
内
外
の
環
境
に
関
す
る

リ
ス
ク
分
析
の
記
述
は
な
い 

。

（
９
）
国
東
市
公
金
管
理
に
つ
い
て
、
資
金
調
達
及
び
資

金
運
用
に
関
す
る
、
方
針
、
経
過
、
年
次
戦
略
、
実

績
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
。

https://w
w
w
.city.kunisaki.oita.jp/soshiki/

kaikei/koukinkanri.htm
l

（
10
）
ト
レ
ッ
ド
ウ
ェ
イ
委
員
会
支
援
組
織
委
員
会
著
、

日
本
内
部
監
査
協
会
監
訳
『
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
全
社
的
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
―
戦
略
お
よ
び
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

と
の
統
合
』（
同
文
館
出
版
、
２
０
１
８
年
）
１
１
３

- 

１
１
７
頁
「
原
則
６
：
事
業
環
境
を
分
析
す
る
」 

に

お
い
て
内
部
環
境
及
び
外
部
環
境
の
リ
ス
ク
識
別
が

示
さ
れ
て
い
る
。
ト
レ
ッ
ド
ウ
ェ
イ
委
員
会
支
援
組

織
委
員
会
著
、
八
田
進
二
・
箱
田
順
哉
監
訳
『 

内
部

統
制
の
統
合
的
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ

ブ
・
サ
マ
リ
ー
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
お
よ
び
付
録
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
篇
』（
日
本
公
認
会
計
士
協
会
出
版

局
、
２
０
１
４
年
）
98‐１
０
１
頁
、
原
則
7
に
お
い

て
、
組
織
又
は
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
か
ら
リ
ス
ク

を
識
別
す
る
原
則
が
示
さ
れ
て
い
る
。

先進・ユニーク条例


